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ヒューリックロジスティクス三郷　完成
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■建　物　名　称：ヒューリックロジスティクス三郷
■工　事　場　所：埼玉県三郷市彦糸２丁目番ほか
■発　注　者：ヒューリック株式会社
■設計・監理：鴻池組・奥野設計　設計共同企業体
■施　　　工：株式会社鴻池組
■敷　地　面　積：，㎡
■建　築　面　積：，㎡
■延　床　面　積：，㎡
■階　　　数：地上４階
■構　　　造：Ｓ造
■主　要　用　途：倉庫
■工　　　期：年４月日～年７月１日

写真提供：ヒューリック

エントランスホール エントランスアプローチ
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ヒューリック株式会社　産業インフラ部　次長
　見目　奈実子

　このたび「ヒューリックロジスティクス三郷」が無事竣工いた
しました。当社が手がける物流施設の第６号物件となります。計
画地は、現在進行中の「三郷北部土地区画整理事業」区域内にあ
り、その中で最初に竣工した物流施設です。
　本施設は東京外環自動車道（外環道）三郷西ＩＣから約．㎞
の距離に位置し、外環道、首都高速道路、常磐自動車道の交通結
節点である三郷ＪＣＴへのアクセスに優れ、高い交通利便性を有
します。また、ＪＲ武蔵野線吉川美南駅からは徒歩圏内と通勤環
境が良く、周辺人口も豊富であるため、アクセスと雇用の両面で
物流適地といえる立地です。
　建物は地上４階建てで１階と２階にトラックバースを設けたス
ロープ型施設です。トラックバースは駐車場用途として利用でき、
車庫証明の取得及び運送業の車庫登録も可能です。

　賃貸区画のバリエーションは，～，坪と、あらゆる規模
のニーズに対応できる構成としています。各階の床荷重は．ｔ／㎡、
有効天井高は．ｍと汎用（はんよう）性のあるスペックを確保。
さらに、マテハン機器の導入や冷凍・冷蔵設備の設置（一部区画）
に対応する電気容量を備えるほか、最上階にあたる４階には作業
用空調を標準搭載し、快適な作業環境を提供します。
　入居者向けに設置した共用施設「LOUNGE （ミサト）」
には多様な座席タイプを取り揃えるなど、利用者の快適性を高め
る工夫を施しております。また、三郷周辺の風景写真を用いたアー
トワークを展示し、地域への親しみを感じながら寛げる空間づく
りを目指しました。
　当社基準に則り、建築基準法で規定される基準の．倍相当の
構造強度を採用したほか、時間相当分の非常用発電設備を設置
し、高いＢＣＰ性能を備えています。環境面では太陽光発電設備
による創エネに取り組み、ＢＥＬＳ★６とともに『ＺＥＢ』の認証
を取得しております。
　今後も当社の企業理念を軸とした建物品質に関するポリシーに
基づき、お客さまの事業活動の支える基盤としての施設開発に努
めてまいります。結びに本事業に関わってくださったすべての関
係者の皆さまに深く感謝申し上げます。

　本計画は埼玉県三郷市にマルチテナント型物流倉庫を建設する
プロジェクトです。
　本施設は鉄骨造４階建て延床面積，㎡、１階と２階にバー
スを擁しテナント区画の小割化にも対応する全７区画で構成さ
れ、防災＆ＢＣＰ・環境認証まで配慮した設備・仕様を採用し、
空調倉庫化・冷蔵倉庫化にも対応しうる計画を行いました。

　外観は事業主であるヒューリック様のコーポレートシンボルか
ら着想された、手を取り合うようなデザインをもとにしたモノ
トーンの構成を採用し、ファサードでは本施設の特徴であるＢＣ
Ｐ対応で計画した吊り構造の設備置場を大きな庇（ひさし）とし
て強調したデザインを実現しました。
　ファサードから連続するエントランスおよび３階共用部に計画
されたラウンジは外部と内部のデザインにつながりを持たせるこ
とで施設としての一体感を高めるとともに、そのオリジナリティ
とブランド力を高めることにも努めました。
　一連の区画整備事業では今後残りの物流倉庫計画が建設される
中で、本施設がヒューリックのブランド力をさらに強化しうる、
新たな物流拠点として存在することを企図した計画です。

鴻池組・奥野設計　設計共同企業体　横尾　大輔


